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平成２６年１２月

上石第一地区都市再生整備計画

平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 熊谷市

・定住人口
・まちづくり活動参加者数

（H25年度）

762.0 0.0 12.0

百万円 百万円 百万円

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30

1-A-1 都市再生 一般 熊谷市 直接 70.0

2-A-1 都市再生 一般 熊谷市 直接 680.0

合計 750.0

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

2-C-1 公園 一般 熊谷市 直接 10

2-C-2 提案 一般 熊谷市 直接 2
合計 12

番号 備考

2-C-1 上石第一地区都市再生土地区画整理事業（2-A-1)と一体的に実施することにより、地域住民の交流の場を確保する。

2-C-2 上石第一地区都市再生土地区画整理事業（2-A-1)と一体的に実施することにより、地域住民の交流活動の活性化を図る。

1.6%Ｂ ＣＡ
750.0万円

（うち提案事業分0百万円）

番号

番号

事業内容
市町村名

港湾・地区名

（延長・面積等）

事業者

要素となる事業名

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

上石第二公園(仮称） 熊谷市

区画整理13.5ha 熊谷市

全体事業費
（百万円）

熊谷市

備考
最終目標値

Ａ(提案分)+Ｃ／(Ａ＋Ｂ＋Ｃ)
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

（事業箇所）

（H30年度）

社会資本総合整備計画

区画整理13.5ha

定量的指標の現況値及び目標値

上石第一地区都市再生整備計画事業

上石第一地区都市再生土地区画整理事業

計画の名称

交付対象事業

交付対象

大目標:地域住民による安全・安心・快適なまちづくり
目標1:都市基盤整備による住環境の快適性の向上を図る。
目標2:地域住民主体のまちづくりを図る。

事業者

熊谷市

当初現況値

市町村名

　　計画の成果目標（定量的指標）

全体事業費
（百万円）

要素となる事業名

　　定量的指標の定義及び算定式

計画の目標

計画の期間

熊谷市

熊谷市

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）

公園1,500㎡

熊谷市

93人/年 150人/年

まちづくり活動推進事業 ワークショップ開催 熊谷市

土地区画整理事業による都市基盤の整備により住環境を向上させ、居住者数人口の増加を目指す。

土地区画整理事業区域内で実施する勉強会や交流イベントを通じて、地域住民の交流の輪を広げ、まちづくりへの関心を高める
ことを目指す。

全体事業費

一体的に実施することにより期待される効果

効果促進事業費の割合

549人 580人

事業実施期間（年度）
事業者



Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

27.94 42.00 43.82 48.16 75.80

0 0 0 0 0

27.94 42.00 43.82 48.16 75.80

0 0 0 0 0

27.94 42.00 43.82 48.16 37.08

0 0 0 0 38.72

うち未契約繰越額
（g） - - - - -

0 0 0 0 0

0% 0% 0% 0% 0%

- - - - -

交付金の執行状況
（単位：百万円）

支払済額
（e）

前年度からの繰越額
（d）

交付額
（c = a+b）

計画別流用
増Δ減額

（b）

配分額
（a）

未契約繰越+不用率が10%を超えている
場合その理由

未契約繰越＋不用率
（h = (g+h)/(c+d)）

不要額
（h = c+d-e-f）

翌年度繰越額
（f）



市街地整備

計画の名称 上石第一地区都市再生整備計画

計画の期間 平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 熊谷市交付対象

上石第二公園 

(仮称） 

国道17号 

国道140号 

JR高崎線 

 2-A-1 上石第一地区都市再生土地区画整理事業 

 1-A-1 上石第一地区都市再生整備計画事業 

 2-C-1 上石第二公園(仮称） 

 2-C-2 まちづくり活動推進事業 



都市再生整備計画(第１回変更）

上石
か み い し

第一
だ い い ち

地区

埼玉県
さ いたまけん

　熊谷市
く ま が や し

平成２６年１２月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 13.5 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 25 30

人/年 25 30

・本地区は中心市街地に隣接し、かつ幹線道路や鉄道に囲まれた比較的利便性の高い地区であることから、急速で無秩序な市街化が進んだ。一方で、上下水道、道路整備等の都市基盤整備が追いつかず、住環境の著しい悪化を招いた。同時に、急
速な市街化は、統一感のない街並みを生み、かつ、地域住民の交流空間も欠如する結果となった。
・このため、土地区画整理事業により地区南東部から、道路や下水道といった都市基盤整備を進めている。一方、地区北西部を中心に未整備箇所が多く、土地区画整理事業による道路や排水施設、公園等の都市基盤整備をさらに進め、安心して暮ら
せる優良な住宅地の整備が必要である。居住者数が徐々に増加している中、未整備の道路により地区外との交通が不便な状態となっていることから、居住者の生活に必要な路線を優先に、整備を促進する必要がある。
・交流広場の整備により交流活動の活性化、交流イベントの開催によって地域住民の交流が図られた。今後もこの交流活動を活発化させ、さらに、新たな交流活動を生み出し地域住民の交流の輪を広げる必要がある。

・熊谷市総合振興計画『川と川　環境共生都市　熊谷』では、「便利で快適な人にやさしいまち」に位置づけられて、健全で良好な市街地の形成や地域活性化のため基盤整備の推進とその誘導を図るため、当地区の土地区画整理事業を推進するとして
いる。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 埼玉県 熊谷市 上石第一地区

計画期間 交付期間 26

大目標　地域住民による安全・安心・快適なまちづくり
　小目標①　都市基盤整備による住環境の快適性の向上を図る。
　小目標②　地域住民主体のまちづくりを図る。

・熊谷市は、埼玉県の北部に位置し、都心まで５０～７０ｋｍ圏にあり、古くから中山道の宿場町として栄え、現在では国道１７号、１２５号、１４０号、４０７号をはじめとする多くの幹線道路や、JR上越、北陸（長野）新幹線、JR高崎線、秩父鉄道本線など、
交通の要衝として商業を中心に栄えてきた。こうした交通の利便性を生かし、県北地域の政治、経済、文化の中心として発展してきたが、更なる発展のため、平成１７年１０月１日、平成１９年２月１３日に近隣の３町と合併し、県北で唯一人口が20万人を
超え、平成21年4月に特例市となった。
・当地区は熊谷市の中心市街地の周辺部に位置し、東側の国道17号、西側の国道140号、南側のJR高崎線に囲まれた地区であり、交通の利便性が良い一方で、農道に接する狭小過密住宅開発により、無秩序な市街化が進んだため、都市基盤を整備
し、地区内の環境改善を図ることを目的に、平成4年度より、熊谷都市計画事業上石第一土地区画整理事業を推進し、平成16年度からまちづくり交付金を活用し事業を進めている。
・事業が長期化しているため、地区の居住者は高齢化が進み、早期に事業完了を望む声が大きくなっている。

580

まちづくり活動参加者数 地区内における勉強会やイベント等の参加者数
地区内で実施する勉強会や交流イベントを通じて、地域住民の交
流の輪を広げ、まちづくりへの関心を高めることを目指す。

93 150

定住人口 都市基盤整備による人口定着
都市基盤の整備により住環境を向上させ、居住者人口の増加を
目指す。

549



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【小目標①】
・生活環境の向上のため、居住者ニーズの高いものを優先して、都市施設の整備を促進する。

【基幹事業】
土地区画整理事業：上石第一
【関連事業】
都市再生土地区画整理事業：上石第一
効果促進事業(公園）：上石第二公園(仮称）

【小目標②】
・イベントやワークショップ等を開催し、交流活動の活性化を図る。また、地区内施設の維持管理を地域住民で行う体制を構築する。
・公園整備により、交流活動の場を確保する。

【関連事業】
効果促進事業(公園）：上石第二公園(仮称）
効果促進事業：まちづくり活動推進事業（国道１７号拡幅に係るワークショップ(仮））
健康づくり事業



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路

道路

道路

道路（地方都市リノベーション事業）

公園

公園（地方都市リノベーション事業）

古都及び緑地保全事業

河川

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設）

土地区画整理事業 熊谷市 直 13.5ha H4 H35 H26 H26 1,384 70 70 70

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,384 70 70 0 70 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 …B

合計(A+B)
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
熊谷市 ○ H27 H30 680

熊谷市 ○ H29 H29 10

熊谷市 ○ H30 H30 2

熊谷市 ○ H26 H30 1

合計 693

健康づくり事業

事業期間
全体事業費

都市再生土地区画整理事業 上石第一

効果促進事業 まちづくり活動推進事業

効果促進事業(公園） 上石第二公園(仮称）

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

住宅市街地
総合整備
事業

上石第一

交付期間内事業期間
細項目

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 70 交付限度額 28.0 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

上石第一地区（埼玉県熊谷市） 面積 13.5 ha 区域 石原字羽黒・字植木・字正天・字宿の各一部、石原１丁目の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

【図面作成上の留意点】 
 
・下図は都市計画総括図を使用すること。未都
計の場合は、適宜下図を作成すること。 
・Ａ４横長であれば、縮尺は自由。ただし、必ず
スケールバー・方位を記入すること。 
・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りとし、
地区名、区域面積を記入すること。 
・地区の相対的な位置関係が明確になるように、
国道、高速道路、IC、鉄道、鉄道駅、ランドマー
クとなるような施設（市役所、文化会館等）につ
いては、必ず図示すること。 
・その他必要な事項は適宜追加してよいが、必
ず凡例を記入すること。 

【記入要領】 
・「区域」欄は、計画区域の主な所在地を記入すること。 
   例）○○町○丁目、○丁目、○○町○丁目の全部と○○町○丁目、○○町○丁目の一部 

JR熊谷駅 

熊谷市役所 

熊谷警察署 

上石第一地区（13.5ha） 

国道１７号 

JR高崎線 

JR上越、北陸（長
野）新幹線 

秩父鉄道本線 

国道４０７号 

国道１４０号 

国道１７号バイパス 

  0 500 



定住人口 （人） 549 （　25年度） → 580 （　30年度）

まちづくり活動参加者数 （人/年） 93 （　25年度） → 150 （　30年度）

　上石第一地区（埼玉県熊谷市）　整備方針概要図

目標

　大目標　地域住民による安全・安心・快適なまちづくり

　小目標①　都市基盤整備による住環境の快適性の向上を図る。

　小目標②　地域住民主体のまちづくりを図る。

代表的な

指標

        基幹事業 

        提案事業 

        関連事業 

凡  例 

○ 関連事業 

健康づくり事業 

 ■ 基幹事業 土地区画整理事業 

上石第一 

交流広場 

交流広場 

○ 関連事業 効果促進事業 

まちづくり活動推進事業 

上石第二公園 

(仮称） 

○ 関連事業 効果促進事業(公園）
上石第二公園（仮称） 

国道17号 

JR高崎線 

国道140号 

 ○ 関連事業 都市再生土地区画整理事業 

上石第一 



計画の名称： 上石第一地区都市再生整備計画   　　事業主体名：　熊谷市      　

チェック欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 ○

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）まちづくりに向けた機運がある。 ○

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ○

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 ×

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○

⑥円滑な事業執行の環境

（都市再生整備計画事業等タイプ）

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

④事業の効果

⑤地元の熱意

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

①都市再生基本方針との適合等

②地域の課題への対応
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